































─  学校カリキュラムにおける《Common》《Universal》《Care》に関わって  ─
A Study on the Problematique of “Nursing Care Experiences” 
in Teacher Education Curriculum


















































CAST（Center for Applied Special Technology）によるこのような認識などを機に我が国










































































































































12）CAST, Universal Design for Learning Guidelines version 2.0 ,  2011．（ 日 本 語 版 翻
訳：金子晴恵・バーンズ亀山静子）http:/ /udlcenter.org/sites/udlcenter.org/fi les/UDL_
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総合研究所編『子どもを「人間としてみる」ということ―子どもとともにある保育の原点―』ミ
ネルヴァ書房，2013 年。
22）ジェーン・R・マーティン著／生田久美子監訳『スクールホーム―＜ケア＞する学校』東京大
学出版会，2007 年。
23）生田久美子「『ケアリング』としての『学び』」佐伯胖監修／渡辺信一編『「学び」の認知科学事典』
大修館書店，2010 年。
24）掘尾輝久「地球時代とその教育」『岩波講座現代の教育 11　国際化時代の教育』岩波書店，
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